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　ランバスチャペルに出入りする人は大きなクスノキの下を通ります。毎週金曜

日の朝に行われる早天祈祷会のときも、宗教センターが支えている学生音楽団体

の「ヌーンコンサート」のときも、月に一度、夕暮れどきに行われるテゼの祈り

のときも。わたしはこの春、関西学院に来たばかりですが、何度となくランバスチャ

ペルに足を運びました。静かに美しく広がる木の枝はまるでわたしたち一人一人

を祝福しているかのようです。

　この木は樹齢何年だろう？宗教センター職員に聞いてみると「これは関西学院

が 1929 年に上ケ原に移転した時に、地域の大地主で果樹園【甲東園】を営んでい

た芝川又右衛門さんが喜寿の記念に際して関西学院に七十七本のクスノキの苗を

贈呈した。」と教えられました。確かに、ランバスの周りにはいくつものクスノキ

があります。「保護樹木」と指定を受けている大きなものもあります。【甲東園】

のオーナーが実に大きな夢のあるプレゼントをしてくれたことに感謝します。85

年の時を経てこの木々は私たちを今も祝福しているのですから。

　更にクスノキを観察してみると、太い横枝に何やら別な植物が生えてきている

のが分かります。どうやら、この植物はノキシノブという着生植物のようです。

着生植物というのは寄生植物とは違い、樹木から栄養を奪わず、樹木に生える苔

に着生して育つとのことです。たくましいノキシノブは、ちょっとした隙間を利

用して命を咲かせているのです。さらにクスノキの足元には、根っこを守るため

にオカメザサが植えられています。この季節、笹は天を力強く指して一斉に伸び

ています。

　吉岡記念館の宗教主事室から学生さんたちの活動を見ていますと、実に豊かで

命に満ちています。献血週間を呼びかける宗教総部の学生たち、美しいハーモニー

を織りなす音楽団体の皆さん、学部チャペルを支えるためにレッスンを重ねるオ

ルガニストの学生たち。彼らを見ているとある知人の言葉を思い出します。We 

live to make life beautiful for others.（自分が生きるのは人の命をより美しくする

ため）。クスノキもきっとこの言葉にうなずいてくれるでしょう。「息あるものは

こぞって、主を賛美せよ。」（詩編 150 編）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宗教センター宗教主事）
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